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小型モジュール炉（SMR)：海外の専門家の分析
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SMR：推進派の主張

• Green

温暖化対策

• Cheap

モジュール化、工場で大量生産

• Safe

小さいからコントロールしやすい

新たな安全装置

従来原子炉 VS 小型炉



SMRが温暖化対策にならない理由
MV Ramana (ブリティシュコロンビア大学（カナダ）教授 )

Arjun Makhijani (ネルギーと環境研究所（米国）代表)

間に合わない

•米エネルギー省は前世紀から
SMRの開発を進めている。

2001年には10年以内にSMRは
商用展開できる見込みだったのに…

• IPCCなどは今から10年間で化石
燃料エネルギーからシフトしな
いと気候変動は取り返しつかな
いところまで行ってしまう

コスト



NuScale小型モジュール炉の安全性
Edwin Lyman憂慮する科学者同盟（UCS）

•安全上の問題

受動的な緊急炉心冷却システム（ECCS）、ホウ素希釈

などなど（「原子力資料情報室通信」の記事参照）

• NRCの対応：無視か事業者に負担を強いる

• NuScale：SMRは「現行の原子炉よりもはるかに安全な設計で
あるため、同じ規則に従う必要はない」と主張


